
 

 

 

  

 

令和５年１２月２０日 

京丹後市役所 

 

市は、一般社団法人ALIVEが実施する日本最大規模の“越境学習型 次世代

リーダー育成プログラム”「ALIVEプロジェクト」の答申先（テーマを提示し

て、回答を得る団体）として、地域課題解決に向けた取組を実施してきまし

た。 

この度、市が提示したテーマに対して、地域へのヒアリング等によるフィー

ルドワークで解決策を模索してきた４チームが、最終提案発表（解決策）を実

施しますのでお知らせします。 

 

 

１．最終成果発表会 

 ○日   時：12 月 22 日（金） 午前 10 時 15 分プレゼン開始 

 ○場   所：京丹後市峰山庁舎 201・202 会議室 

 ○開 催 方 法：オンライン（上記会議室から、接続） 

 ○参 加 者：中山市長、濵副市長 

        ※研修参加者（市職員含む）はオンラインで参加 

 ○プログラム： 

  10 時 15 分 最終プレゼン（1 チーム 12 分発表・10 分質疑 ×4 チーム） 

  12 時 00 分 昼食（休憩） 

  13 時 30 分 プレゼン結果発表・講評 

 

２．市が提示したテーマ 

ふるさと納税を有効に活用して、丹後ちりめん・祭・健康長寿など、独自で

豊かな京丹後の地域文化を未来に紡いでいく 

～3 年後に地域版ふるさと納税を年間 2 億円以上の寄附を集めるために、今年のプ

ロジェクト４つを来年 100%達成する方法を提案せよ～ 

 

報道資料 

「ALIVEプロジェクト」の最終提案発表を開催 
～都市部若手企業人材（＋市若手職員）による地域課題の解決～ 



３．当プロジェクトの参加者等 

○参加者： ４チーム１６名（都市部企業から１２名、市から若手職員４名） 

○都市部企業： 

㈱アイシン、野村総合研究所、㈱アヤハディオ、NTT ビジネスソリューシ

ョンズ、大和ハウス工業、サントリーフーズ、DSB 情報システム、カルビ

ー㈱、NRI デジタル、エプソン販売㈱ 

 

 

４．これまでの経過 

開催日等 内 容 

Session１ テーマ理解 

10 月 3 日 
【オンライン実施】 

顔合わせ、チームビルディング 

Session２ 課題の本質を探る 

10 月 12 日

～13 日 

【京丹後市で実施】 

 フィールドワーク（久美浜一区自治会、久美浜二区振興会、

佐濃自治会のヒアリング等） 

 ショートプレゼン（課題の設定、解決の方向性） 

Session３ 提案をまとめる 

11 月 15 日

～16 日 

【京丹後市で実施】 

 フィールドワーク（野間自治会のヒアリング等） 

 中間プレゼン（課題と解決策） 

Session４ 提案を伝える 

12 月 22 日 

【オンライン実施】 

 最終プレゼン（最終の課題と解決策） 

 結果発表 

 

 

［問い合わせ先］ 

 京丹後市商工観光部商工振興課 

 担当：上田 

 TEL 0772-69-0440／FAX 0772-72-2030 
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異業種混合型リーダーシップ開発プロジェクト

ALIVEプロジェクト
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庄司 弥寿彦

一般社団法人ALIVE  代表理事
株式会社100DIVE  代表取締役
(合)CONNECTIVE  代表社員

(一社)OTD普及協会 代表理事

1995年サントリー株式会社入社。人事マネ
ジャー時に、ALIVEの前身となる次世代リー
ダー研修「モルツ・プロジェクト」を企画
。その際、「社会的団体の想いに、ビジネ
スのリソースをつなぎ、変化を巻き起こす
」ことをライフワークとして強く認識する
。2017年ALIVEを発起人として立ち上げ、
その後異動した駐在中のNYから参画。2018
年4月サントリーを退社しALIVEの代表理事
に就任。5月社会課題解決等のプロジェクト
マネジメントの受け皿として合同会社
CONNECTIVE創立。2019年5月、東大バリ
アフリー教育開発研究センターと一般社団
法人組織変革のためのダイバーシティＯＴ
Ｄ普及協会設立、代表理事就任。2021年10
月、株式会社さとゆめと株式会社100DIVE
設立、代表取締役CEO就任。

【参画企業（一部）】

ソーシャル
42団体

ビジネス
のべ155社（56社）

計735名

日本最大規模の
異業種混合型社会課題解決プロジェクト

〜 ALIVE〜
【答申先】

Judo ３.0
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コンセプト

企業ではたらく社会人、地域で生活する人、伝統文化を守り続ける人。

それぞれが混ざり合い、関わり合いながら、徹底的に課題に向き合う。

多様性に溢れるチームだからこそ、異なる意見やアイデアが飛び交う。

ときには、感情的にぶつかることだってある。

でもそれは、きっと本気で向き合っている証。

だからこそ、普段では味わえない学びがある。

そのプロセスを通じて、自分に眠る可能性を、とことん呼び起こしてほしい。

どんな時代にも、環境変化にも通用する、リーダーシップを育んでほしい。

そしてその可能性を、社会の役に立つことに発揮してほしい。

そんな想いから、この活動は生まれました。

人に眠る可能性を呼び起こし、

社会の課題を解決する。
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目的
①リアルな社会課題への貢献

②リーダーとしての覚醒（リーダシップ開発）

対象
（1回あたり）

・7～10社 計60名程度を想定（構成：4名×15チーム）

・各社の次世代リーダー／リーダー候補（年齢不問）

実施概要①

氷山モデル

b.個人の成長。 振り返りを通じて

自身の強み/弱み/思考の枠組み/

周囲への影響力などを自覚化する。

a.異業種混合ダイバーシティチームで

リアルな課題解決に取り組み、

成果を出す。
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Session1

Session2

Session3

Session4
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参加者の体制（イメージ）

「５名」×「５チーム」×「３テーマ」

【テーマB】【テーマA】

社会人20名＋答申先5名

【テーマC】

社会人4名
答申先1名

社会人4名
答申先1名

社会人4名
答申先1名

社会人20名＋答申先5名 社会人20名＋答申先5名
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過去最大

過去最大

過去最大

過去最大

過去最大

過去最大

過去最大

過去最大

WEST

307

過去最大

83

過去最大

これまでの参加者数推移



これまでの参画企業



ALIVE 秋期（2023年10月～12月） 仮テーマ・答申先



ALIVE 夏期（2023年6月～8月） 仮テーマ・答申先



これまでの答申先とテーマ

ほか、多数実績あり
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